
平成３０年洞爺湖町教育委員会第１回定例会会議録 
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日 程 第 １ 

【 開 会 宣 言 】 

 

日 程 第 ２ 

【前回会議録の承認】 

 

日 程 第 ３ 

【教育長諸般の報告】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年１月２４日（水） １３：３０より 

 

役場第１委員会室 

 

教 育 長    遠 藤 秀 男 

委   員    岩 原 義 美 

委   員    吉 田   聡 

委   員    来 栖 由 喜 

委   員    岡 本 里 佳 

 

 

 

教 育 次 長    天 野 英 樹 

社会教育課長   永 井 宗 雄 

社会教育課主幹  角 田 隆 志 

 

管理課主幹    佐 藤   融 

 

無し 

 

 

遠藤教育長 

 開会を宣言する。（１３：３０） 

 

遠藤教育長 

各教育委員の署名により、承認を確認。 

 

遠藤教育長 

１１／２３ 洞爺湖町民文化祭・芸能発表会（洞爺総合センター） 

１１／２６ 心に夢の灯をともす芸術鑑賞会「ビバーク」（洞爺湖文化センター） 

１１／２８ 胆振管内社会教育主事研修会（役場会議室） 

１２／ １ 洞爺湖町幼児教育研修会（役場防災研修ホール） 

１２／ ２ 洞爺そば同好会感謝祭（財田自然体験ハウス） 

１２／１１～１３ 洞爺湖町議会１２月会議（議場） 

１２／１５ 読書感想画・読書紹介文表彰（虻田小学校・虻田中学校） 

１２／１８ 読書感想画・読書紹介文表彰（洞爺湖温泉小学校） 

１２／１９ 定例教頭会（役場会議室） 

管内教育長会議（むろらん広域センター） 

１２／２５ 洞爺湖町教育研究会教育講演会（役場防災研修ホール） 



 

 

 

 

 

 

 

 

日 程 第 ４ 

【 報 告 事 項 】 

・報告第１号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・報告第２号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２／２６ 洞爺湖町教育支援委員会（役場防災研修ホール） 

１／ ７ 洞爺湖町成人式（役場防災研修ホール） 

１／１７ 虻高未来づくり推進委員会（役場会議室） 

１／１８ 洞爺湖町老人クラブ連合会新年演芸交流大会 

（洞爺湖文化センター） 

１／１９ 虻田地区・洞爺湖温泉地区 CS導入セミナー（役場防災研修ホール） 

１／２２ 洞爺湖町議会１月会議（議場） 

 

遠藤教育長 

日程第４、報告事項。 

報告第１号、管理課所管の各種事務事業の取組状況について事務局説明をお 

願いいたします。 

天野教育次長 

報告第１号です。管理課所管の各種事務事業の取組状況について、次のとお 

り報告をするものです。１点です。 

寄附についてです。次の方より寄附の申出があり、ご厚志に添うようありが 

たく受納いたしました。虻田郡洞爺湖町高砂町７９番地６、有限会社菊田表具

店、代表取締役菊田繁氏です。虻田中学校体育館の暗幕一式を寄贈いただいた

ところです。昨年１１月２４日に寄贈の申出を受けまして、１２月上旬に上記

事業者より設置をしていただき、暗幕一式で２４３万６千円相当というもので

す。なお、カーテンレール等は、町で負担しまして、７３万６千円ということ

で設置が既に終わっております。なお、薄いピンク色の遮光カーテンで非常に

綺麗な感じです。以上です。 

遠藤教育長 

質問等あればお受けしますが。よろしいですか。 

≪「ありません」という人あり≫ 

続きまして、報告第２号、社会教育課所管の各種事務事業の取組状況につい 

て事務局説明お願いいたします。 

永井課長 

報告第２号、社会教育課所管の各種事務事業の取組状況について。社会教育 

課所管の各種事務事業の取組状況について、次のとおり報告をするものです。 

洞爺湖町成人式について。洞爺湖町成人式は、平成３０年１月７日、洞爺湖 

町役場防災研修ホールにおきまして、新成人該当者６０名のうち、町内外から

男性・女性合わせまして５３名が出席して開催いたしました。会場には多数の

ご来賓の方々にもご列席をいただき、新成人に対し祝福をいただきました。新

成人を代表しまして、佐野大樹さん、山本あゆみさんが２０歳の誓いの言葉を

述べ、式典のあとの祝賀会では、中学校当時の４名の担任の先生からそれぞれ

に祝辞をいただきました。また、ご当地クイズによる地元特産品などの抽選会

も行われるなど、会場は盛り上がり、晴れやかな新成人の門出をお祝いするつ

どいとなりました。委員の方々にも当日、ご出席いただきまして大変ありがと
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うございました。以上です。 

遠藤教育長 

質問等あればお受けしますが。よろしいですか。 

≪「ありません」という人あり≫ 

続きまして、報告第３号、平成３０年度当初予算要望概要について、事務局 

説明をお願いいたします。 

天野教育次長 

４ページです。報告第３号です。平成３０年度当初予算要望概要について別 

紙のとおり報告するものです。別紙をご覧いただきたいと思います。平成３０

年度教育委員会予算要望概要が別冊であると思います。１ページをお開きくだ

さい。それでは、説明をさせていただきます。予算要望概要ということで、ま

ず、１ページ上からです。常設保育所です。項目、常設保育所嘱託保育士等賃

金で嘱託保育士、パート保育士等の賃金で、要望額７３４６万６千円で継続で

す。それから、保育所修繕で、外遊具修繕ほかで４４８万３千円。次に、フッ

化物洗口事業で、平成２６年度から保育所の５歳児が対象で、これも継続で１

３万９千円。保育所新築工事。これにつきましては、洞爺保育所の新築工事で

工事監理業務委託、備品等を含めて２億６４０４万４千円となっているところ

です。 

続きまして、子ども・子育て支援で１つ目です。子どものための教育・保育 

給付費負担金事業で、とうやこ幼稚園です。子ども・子育て支援制度に係る施

設型給付で２７９９万７千円と増額になっていますが、これつきましては、と

うやこ幼稚園で先生を増員することに伴い、法制度で加算があるということで、

その分が増えているというのが主なものです。 

それから、私立幼稚園利用者負担金軽減助成。これは、今年度から実施して 

いるもので継続ということで３３１万８千円。 

それから、子ども・子育て支援事業で、保育所利用者負担金軽減助成で、括 

弧していますが、歳出で出てきませんので、町で決定したときにそのあとで半

額するということで載せています。１０５５万１千円を見込んでいるところで

す。 

続きまして、学校教育です。教育改善推進事業で、学力向上に係るスタンダ 

ード１０研修委員会ほか経費で７２万円で継続です。特別支援教育支援員配置

で７名から８名ということで温小２ということで増。それから、特別支援学級

介護員配置で８名から９名の１名増。それから、学習支援員配置３名、教育指

導専門員配置１名で、これら合わせて、５１２２万１千円です。なお、大幅に

増えておりますが、これにつきましては、介護員の配置で、今までパートでし

たが、学校が始まって勤務時間が短いということで、途中で帰らざるを得ない

ということで、できれば下校するまでいてほしいという学校の希望。介護員に

調査して、パートから嘱託化するということで、大幅に増と。約１２００万円

増えております。そういう要望をしているところです。ただ、額が大きいので、

あくまでも要望ということでご理解いただければと思います。それから、外国



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

語時間講師２名で２２万１千円。これにつきましては、新規です。英語の授業

化ということで５、６年生及び中学校はＡＬＴを派遣。３、４年生については

時間講師で学習の支援をしていきたいということで新規で要望したところで

す。 

スクールバス等運行につきましては、運行経費で洞爺地区２台、温泉地区３ 

台で３３３４万６千円。これも増えていますが、温泉地区のスクールバス１台

の足まわりが相当傷んで、補修をしないと走られない状況になってきたという

ことで、３００万円強。修繕費も含めての金額となり増えているというもので

す。 

学校運営協議会（コミュニティ・スクール）運営事業につきましては、２組 

織から５組織ということで、虻田地区３組織で新年度から新たな設置で増額と

なっているところです。 

それから、いじめ対策支援事業でＱ－Ｕアンケートを今までの１回から２回 

ということで増額要望しているところです。 

２ページに参りまして、箱根町中学生親善交流事業で継続です。訪問が５０ 

回目、来町５２回目で、９２万６千円。 

洞爺湖子ども芸術文化フェスティバル助成につきましては、前年同様で４８

万円。それから、教育用パソコン配置事業です。小・中学校教育用パソコン配

置で１５７９万６千円。これにつきましては、更新等ということで、金額が伸

びているところです。それから、中学校用につきましては９７０万１千円。こ

れは、大きな更新は終わったということで、若干減っていると。それから、Ｉ

ＣＴ教育モデル推進事業でモデル事業経費。洞中で本年度、モデル校として検

証等を行っていただくということで研修参加費。それから、教育用プロジェク

ター、ワイヤレスプレゼンテーション機器等の購入で４１万８千円を見込んで

います。 

それから、洞爺地区等通学費等助成事業で３２８万５千円。５年間の最後の 

年ということで、３３名から２９名分と新年度は見込んでいるところです。 

育英資金の基金給付事業につきましては、前年度同額１２５万円。 

それから、学校施設修繕等。これは、小学校ですが、遊具修繕、学校消防設 

備修繕等で２６７万８千円。学校管理備品購入。これも小学校ですが、小学校

３校の低学年生徒用椅子・机の更新で３年間の年次により実施してきましたが

新年度で最終年ということで２３５万９千円を見込んでおります。 

学校施設修繕等、中学校です。虻中の２階廊下落下防止柵設置。それから、 

洞中玄関タイル修繕。消防設備等で３９２万６千円。 

それから、学校施設長寿命化計画策定業務で、小・中学校５校の校舎・体育 

館等の学校施設の長寿命化計画の策定で８０２万５千円を見込んでおります。

これは新規です。 

虻田高校支援事業で生徒募集、部活動、各種検定料、地域学習等支援補助で 

６７万３千円。大幅に減っておりますが、バレー部は現在８名おりますが３年

生が抜けて１名になるということで、バレー部寮の継続が困難ということで、



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その分が大幅に減っているということで６７万３千円ということ。ただ、下に

書いてあります未来づくり推進委員会、今、立ち上げておりますので、その中

で、検討して３１年度に向けて、支援策等を盛り込んでいきたいと考えており

ますが、平成３０年度は、６７万３千円と見込んでいるところです。 

虻校未来づくり推進委員会運営事業で、この推進委員会の開催経費１８万６ 

千円で、３回ほど会議を見込んでいるところです。 

それから、３ページは社会教育です。 

永井課長 

社会教育です。洞爺湖町人づくり育成事業。町内の個人・団体を対象として 

町づくりのための人材育成等を目的とした研修費の助成で、平成２９年度から

スタートをしている事業です。これにつきましては、公益財団法人の北海道市

町村振興協会のいきいきふるさと事業補助金２分の１で、平成２９年度１２０

万円の計上でしたが、募集形式で運営しているのですが、協会では事前に決ま

った団体があって、研修に行くのであれば採択となるのですが、募集をかけて

の事業では、該当にならないということで、平成２９年度の補助金は不採択に

なりました。それで、平成３０年度につきましては、人数の上限額と金額の上

限額を勘案しまして、要望額７０万としております。ちなみに、平成２９年度

の利用実績ですが、現在、１２月にマンガアニメフェスタを主催しております

洞爺湖プロジェクトのメンバー４名が１２月に３日間、東京のイベントに参加

して向こうの実行委員と交流しております。それと、３月に農協青年部が２０

名ほど４日間、東北に農業研修に行くということで、研修を予定しております。

概算ですが今年度につきましては現在、その３月も合わせまして４８万８千円

という事業費なっております。 

続きまして、児童会運営事業。これにつきましては、学童保育の関係です。 

支援員の賃金単価の増。社会保険制度の改正に伴う共済費の増で１８２９万７

千円。これについては継続事業です。 

社会教育施設維持・管理につきましては、母と子の館のパネルの購入３３万 

３千円。それと、母と子の館の体育館のカーテンレールの修繕が必要というこ

とで３８万９千円。それとふれ合いセンターのトイレ洋式改修。ふれ合いセン

ターにつきましては、洋式と和式がありまして、その和式の改修をしたいとい

うことです。それと同じく、ふれ合いセンターの正面玄関の自動ドアの装置の

修繕が必要ということで１９万９千円。要望額については２１１万８千円とな

っております。トイレの洋式改修につきましては、社会教育施設でまだ４カ所

ほど残っておりまして、昨年も要求したのですが、町全体で優先的に順番とい

うことで、今回、ふれ合いセンターと、あと、プールのトイレの洋式改修を挙

げています。残りの入江貝塚の屋外トイレと郷土資料館につきましては、貝塚

の整備、あるいは、貝塚館の整備に合せて、後年に改修する予定となっており

ます。 

高砂貝塚保存整備事業については、現在、整備中の高砂貝塚の整備事業とい 

うことです。平成３０年度につきましては、園路の整備、貝塚遺構等の復元、



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

境界杭設置などの実施。それと、貝塚館の改修、増改築に伴う基本設計等と実

施設計。要望額につきましては５３４１万７千円で継続事業となっております。

これは補助事業ですが、先日、国の補助金が、引き続き５０％ほどカットとい

うことで提示がありましたので、一応、その金額が提示されましたら、この金

額、ちょっと下回るものになりますので、また、財政に再提出させていただき

ます。金額が下がるということです。 

体育施設運営管理につきましては、虻田体育館の格技場の新規畳の購入１１ 

９万３千円。それと、畳の表替え、古い畳の処理で５３万２千円。町民プール

のトイレ洋式改修２１９万円。プール内の塗装改修ということで７９９万８千

円です。あぶた体育館２階の格技場については、畳が老朽化というか、かなり

古い状況になっておりまして、怪我防止のために、ここで畳を新しくしたいと

いうことです。新規の畳購入と、温泉中学校に畳が若干ありますので、そちら

の表替えをして整備をしたいということです。プール内の塗装改修については、

１０年を目途に塗装をしておりまして、前回は平成１９年度に塗装を実施して

おります。１０年経過ということで、今回、塗装の改修を計上させていただい

ております。要望額については１１９１万３千円で新規となっております。 

天野教育次長 

続きまして、４ページです。給食センターに係る部分です。給食施設備品等 

です。 

１つ目です。虻田給食センターの蒸気回転釜１台更新で、これにつきまして

は、本年度も更新しました。３台ありますので、順次、更新ということで新年

度も１７６万１千円、更新の要望をしているところです。 

２つ目です。虻田給食センターの草刈機とざる受けカート、保温缶キューブ 

ポットで９万４千円、これは新規です。それから、洞爺給食センターの除雪機

の新規購入４１万９千円。これも新規で要望しているところです。それから、

同じく洞爺給食センターの角型ざる置台、それから、作業台、パンチングざる

購入で１１万９千円。新規です。 

それから、給食施設の維持・補修です。虻田給食センターの厨房内の配管等 

修繕と床のウレタン系塗装、軟水器取替、外散水栓の取替、厨房自動ドアの装

置取替修繕等で２０５万８千円を要望しているところです。洞爺給食センター

分につきましては、自動制御機空調機制御ダンパモータ交換、冷蔵庫下ステン

レスカバー塞ぎ、自動ドアゴム入替修繕等で２４万４千円とこれも新規です。

以上です。 

遠藤教育長 

予算要望概要の説明がありました。あくまでも要望ということで押さえてい 

ただきたいと思います。特に平成３０年度につきましては、町長選挙があると

いうことで、実際には骨格予算になると。全部の予算が計上されるということ

になりません。新規の政策等については、町長選挙が終わってからということ

に当然なると思いますので、ご承知いただければと思います。 

確認、それから、質問等あればお受けしたいと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吉田委員 

新規事業で学校施設長寿命化計画ということですが、これについてもう少し

詳しく教えていただけますか。新規事業としてこれをやるということに対して。 

天野教育次長 

今、大規模改修等する場合、国からこの長寿命化計画を立てないと、補助対 

象にしないということがありまして、耐震化は終わっているのですが、各小・

中学校、建ててから１回も修繕等していないので、外壁、屋根等修繕を行った

場合、相当な金額がかかりますので、それぞれに、全小・中学校でどのような

改修が必要なのかということをこの計画を立てた段階で今度、順番を決めて修

繕をして国に補助要望するので、その前段としてこれがないと国としては採択

しませんと。この計画は平成３２年度までに立てなさいという指導がありまし

て、新年度、計画を立てて、計画策定後は順番決まり次第、順次、改修等補助

をいただきながらやっていきたいというものです。 

遠藤教育長 

他にいかがでしょうか。 

今、学校施設の話になりましたが、学校のトイレも今、一部洋式化はしてい 

るのですが、更に洋式化していく必要があるだろうと。それと併せて、学校の

体育館についてはＬＥＤ化しているのですが、教室等はしていないのです。こ

れらについては、３０年度以降に計画を立てて、改めて町側に要望していくと

いう考えになっております。その辺もご承知いただければなと思います。 

他にいかがでしょうか。 

吉田委員 

ＩＣＴについてなのですが、今年度の要望額が４１万８千円ということです 

が、あくまでも、モデル校の検証が終わってから更に進むというふうに考えて

いいのでしょうか。 

天野教育次長 

モデル校でその成果を検討した上でどうするか、そこを判断していきたいと 

いうことですので、設置が今年ギリギリだったので、新年度でそこを検証、洞

中でしていただいてそれを踏まえて、今後考えていきたいということです。 

遠藤教育長 

色々な事情で、洞爺中学校に機器等が整備されたのが１０月だったのです。 

１０月からこの時期だと検証もできないということで、平成３０年度途中まで

かけて検証して、その後、平成３１年度に要望していこうということで考えて

います。 

その他いかがでしょうか。 

岩原委員 

外国語時間講師２名ということで、これで、各小学校、中学校で計画立てて 

いる時間というのは何とか消化できると考えていますか。 

天野教育次長 

全ての時間に入れるということではなくて、ＡＬＴ１人ですから、まず、と 
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うや小に入っていなかったので、全ての小・中学校にＡＬＴを入れるというこ

とで、今、虻田中学校が時間、相当持っていますので、そこを少し削らせても

らい、各学校に配置をすると。それは５、６年生で行ってもらうということに

しています。ただ、３、４年生については、そこまで余裕がないということで

時間講師対応ということで、時間講師に入っていただいて、慣れていくという

ようなことでの支援をしたいということです。 

来栖委員 

支援員と介護員の人数が増えているのですが、これは人数的にというか、当 

てがあるのですか。決まっているというか。 

天野教育次長 

基本、今、働いている方については確認をしています。ただ、それでだけは 

足りないので、当てが全てあるということではありません。 

遠藤教育長 

他にいかがでしょうか。よろしいですか。 

≪「ありません」という人あり≫ 

このとおり報告を受けたということでご了解いただきます。 

続きまして、報告第４号、臨時代理の報告について（洞爺湖町議会平成２９ 

年１２月会議提出補正予算）、事務局から説明をお願いします。 

天野教育次長 

報告第４号です。洞爺湖町教育委員会教育長に対する事務委任規則（平成１ 

８年洞爺湖町教育委員会規則第４号）第２条第１項の規定により、別紙のとお

り臨時代理したので、同条第２項の規定によりこれを報告するものです。６ペ

ージは、教育長から町長宛に補正に対する異議ない旨の通知。それから、７ペ

ージは、町長から教育長宛に意見を求める文章。具体の補正です。９ページに

まいります。まず、歳入です。１４款、国庫支出金、２項、国庫補助金、６目、

教育費国庫補助金です。２７３万５千円の補正となっております。中学校費補

助金ですが、これにつきましては、公衆無線ＬＡＮの環境整備支援事業補助金

で、先ほどお話ししておりました洞爺中学校のモデル事業で要する経費で補助

採択になりましたので、補助率３分の２ということで、２７３万５千円を計上

させていただきました。それから、２０款の諸収入、これについては、社会教

育、雑入の分ですが、虻太鼓に対する太鼓整備の助成で、道コミュニティ助成

金の決定額２５０万円となっているところです。 

それから、２１款、町債、１項、町債、６目、教育債です。３００万円の減 

額補正ということで、これにつきましては、先ほど言った、当初、公衆無線Ｌ

ＡＮ、洞中の部分、補助の関係がはっきりしないので全て起債で当初見ていま

した。それで、５４０万円見ていたのですが、最初の国庫補助金２７３万５千

円、補助採択が決定したので、過疎債を借りる予定をしていたのですが、２４

０万円借りるだけで済むということで、３００万減額をするということでの減

額補正と。なお、左側の部分で数字が書かれているのですが、科目の中に他の

課の部分も入っているのですが、右側のところで整理していますので、左の金



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 程 第 ５ 

【 議 決 事 項 】 

・議案第１号 

 

 

額が全てイコール、教育委員会の予算額とは一致しないということをご了承い

ただきたいと思います。 

続きまして、１０ページです。歳出です。１０款、教育費、１項、教育総務 

費です。３目、諸費です。５１万４千円。報償費の補正です。教育推進事業費

です。虻高未来づくり推進委員会報償金で、これにつきましては、今年度、２

回開催をするということで、委員１５名の報酬相当分ということ。それから、

費用弁償ということで１２万５千円。それから、スクールカウンセラー報償金、

これにつきましては、相談件数が伸びているということで、その不足分で３８

万９千円の補正をさせていただきました。合計５１万４千円です。 

１０款、教育費、２項、小学校費、１目、小学校管理費で１１４万４千円、 

需用費です。これは、小学校管理事業の修繕料で、虻田小学校の暖房集中制御

ユニット故障、９９万３６００円と同じく虻小の体育館照明の交換１５万１２

０円で合計１１４万４千円を補正させていただいたところです。 

３項、中学校費、１目、中学校管理費で１９万５千円の補正です。これにつ 

いても修繕料で、虻中の校舎の漏水修繕ということで１９万４４００円の補正

をさせていただいたものです。 

続きまして、社会教育です。 

永井課長 

１０款、教育費、４項、社会教育費、１目、社会教育総務費です。補正額は 

２５０万円。先ほど歳入でも２５０万円ありましたが、虻田太鼓少年団の太鼓

の整備事業ということで、一般財団法人の自治総合センターのコミュニティー

助成事業の採択をいただいて、今回補正するものです。太鼓が７基、型台が１

３台は既に整備されています。以上です。 

遠藤教育長 

補正予算の説明がありました。これについては、１２月議会で議決されてい 

るということでご理解いただきたいと思います。 

確認等の質疑を受けたいと思いますが、いかがでしょうか。 

来栖委員 

温泉中学校の太鼓も使っているのですか。 

永井課長 

温中の太鼓ですよね。それは聞いていますが、何台かまでは。 

遠藤教育長 

他にいかがでしょうか。よろしいですか。 

≪「ありません」という人あり≫ 

臨時代理の報告についても、報告を受けたものといたします。 

続きまして、日程第５、議決事項の方に入らせていただきます。 

議案第１号、洞爺湖町立学校管理規則の一部改正についてを議題とします。 

事務局説明をお願いします。 

天野教育次長 

議案第１号です。洞爺湖町立学校管理規則の一部を改正する規則を次のよう 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・議案第２号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

に定めるものです。洞爺湖町立学校管理規則（平成１８年洞爺湖町教育委員会

規則第１２号）の一部を次のように改正するというものです。まず、この改正

の理由ですが、この規則の中の３１条の３。１２ページの新旧を見ていただき

たいのですが、３１条の３というのは、学校の休業日ということで定めている

のですが、この中で一部、つじつまの合わない箇所を確認しまして、そこの整

合性をとるということです。この右側が現行です。３１条の４項の中の（第１

号を除く。）と。の規定にかかわらず、休業日を授業日とすることができると

いうことで、現行はなっています。それで、その次の５項で校長は前項の規定

により第１項第１号及び第２号の規定による休業日を授業日としたときはとな

っているのですが、第１号及び第２号と、その４項の下線引いた第１号を除く

と言っているのに、そこの５項と合わないということを見つけたということで、

この４項の括弧を除くということにするということでの規定の整備をするとい

うものです。ちなみに、休業日は第１項で（１）から（７）までということで

定まっていますので、その中で一部、整合性の取れてないところがあったとい

うもので、これを除くというものです。１１ページに戻りまして、附則です。

この規則は、公布の日から施行するものです。以上です。 

遠藤教育長 

今、事務局から説明がございました。質疑をお受けしたいと思います。いか 

がでしょうか。 

≪「ありません」という人あり≫ 

それでは提案のとおり改正することにご異議ございませんでしょうか。 

≪「異議なし」という人あり≫ 

異議なしと認めます。 

議案第１号、洞爺湖町立学校管理規則の一部改正については、原案のとおり 

可決されました。 

続きまして、議案第２号、洞爺湖町招致外国青年任用規則の一部改正につい 

てを議題とします。 

事務局説明をお願いします。 

天野教育次長 

議案第２号です。洞爺湖町招致外国青年任用規則の一部を改正する規則を次 

のように定めるものです。洞爺湖町外国青年任用規則（平成２８年洞爺湖町教

育委員会規則第１号）の一部を次のように改正するものです。この改正理由で

すが、本年４月から小学校における外国語活動、英語が教科化されるというこ

と。それから、一般社団法人自治体国際化協会から一部規則改正しますという

通知がきたということで合わせてこれらの規定の整備を行うというものが、こ

の改正の趣旨です。 

それでは１４ページをお開きください。右側現行、左側が改正案ということ 

です。第２条（定義）ですが、第２条第１号中「小・中学校」を左側にいきま

して、「小学校及び中学校等」に改めます。第３条（外国語指導助手の職務）

中、「小・中学校等」を「小学校及び中学校等」に改め、同項第１号中、「中
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学校」を「小学校及び中学校」に改める。第４条（任用期間）ですが、第２項

中「必要な能力を有すると実証される場合には、１年間の再度の」とあるとこ

ろを「必要な能力を有するとの実証に基づき、再度１年間」と改めるものです。

第９条（費用弁償等）第２項第２号中「第三者の次に「任用又は」を加えると

いう形にするというものです。それでは、前ページ、１３ページに戻っていた

だきまして、附則です。この規則は、平成３０年４月１日から施行するもので

す。以上です。 

遠藤教育長 

質疑をお受けしたいと思います。いかがでしょうか。 

来栖委員 

「等」はなくてもいいのではないかと思うのですが。 

天野教育次長 

派遣しているおおもとでは、結局、小学校と中学校だけではないのです。本 

当は。外でも活用していいのです。だから、そうなった場合に、今、派遣され

ているＡＬＴが活動できるように「等」を入れておかないと、小学校と中学校

以外はだめだということになってしまいますので。それも踏まえて、「等」を

入れていると。広く捉えていると、実際には主に小・中学校なのですが。 

遠藤教育長 

他にいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

≪「ありません」という人あり≫ 

それでは、提案のとおり改正することでご異議ございませんでしょうか。 

≪「異議なし」という人あり≫ 

異議なしと認めます。 

議案第２号、洞爺湖町招致外国青年任用規則一部改正については、原案のと 

おり可決されました。 

続きまして、議案第３号、第３次洞爺湖町社会教育中期計画の策定について 

を議題とします。 

事務局説明をお願いします。 

永井課長 

議案第３号、第３次洞爺湖町社会教育中期計画の策定について、第３次洞爺 

湖町社会教育中期計画について、別紙のとおり答申があったので、答申どおり

策定することについて、議決を求めるものです。計画書につきましては、お手

元の資料となります。町村合併後の平成１９年度に洞爺湖町第１次社会教育中

期計画をこれまで策定し、平成２４年度からの５年間を第２次として、この平

成２９年度をもって、第２期の計画が終了することに伴いまして、平成３０年

度から３４年度までの５年間における第３次洞爺湖町社会教育中期計画の策定

に向けて、洞爺湖町社会教育委員に諮問しておりましたところ、これまで５回

にわたる協議を重ねていただき、計画をまとめていただきまして、答申をいた

だいたところです。計画におきましては、少子高齢化や人口減少に伴い、地域

を取り巻く環境が大きく変化する中で、計画に基づいた社会教育活動を通して、



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様々な社会体験活動や確かな学力、豊かな人間性、健康で心豊かでたくましい

子どもたちの育成など、各生涯期やスポーツ、更に文化における各分野ごとに

更に充実した取組みを目指して、その推進を図っていくものとしております。

表紙を１枚めくった、ページにおきまして、全体の構成を見ていただきたいと

思いますが、１ページから４ページにつきましては、洞爺湖町の教育理念など

を基にした中期計画の基本事項。５ページから１０ページにつきましては、中

期計画策定の基調として、これまでの計画の根幹となる部分を維持いたしまし

て、生涯学習の推進を図る事項となっております。１１ページから１６ページ

までは、乳幼児から高齢者までの各生涯期、１７ページは体育の振興。１８ペ

ージから１９ページは、文化及び文化財の振興、それぞれの現状と課題。そし

て、基本方向と主な施策の内容別に実績などを基にしまして、方針を取りまと

めております。この以降のページについては、計画の資料となっております。

なお、この計画に当たりましては、町民憲章の精神を尊重いたしまして、第２

期洞爺湖町まちづくり計画。まちづくり計画については、平成２９年度から３

８年までの１０箇年。また、第２次洞爺湖町の教育目標と教育ビジョン。これ

につきましても、平成２９年度からの１０箇年。既に策定しておりますが、こ

の理念を基盤に整合性を図り、更に町民の皆様から同計画の教育目標と教育ビ

ジョンに作成するに当たりまして、実施しました教育に関するアンケートの回

答を策定資料として活用させていただきまして、今後の方針づくりとしたもの

となっております。 

それと、１９ページ、お開きいただきたいと思います。ページの関係が計画 

項目の１９ページで一段落ついているのです。ページをめくるとないページと

次に２３ページになっておりますが、１９ページでいったん計画が切れて、製

本するときはこの後が白紙の状況になっていまして、このカラー写真がついて

いる洞爺湖町社会教育中期計画策定資料。これが資料の仕切りとなりますので、

１９ページ、２０ページが白。この策定資料が２１ページ。このページが仕切

りなので裏が白。そして、２３ページにつながるということで、連続して印刷

したものですから、ページがくっついてしまっていますが、製本するときはそ

のような形となります。 

製本しましたら委員にまた改めて配布をしたいと思います。中身の朗読につ 

いては省略させていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

遠藤教育長 

社会教育中期計画の概略の説明がありました。今、見てすぐというのは難し 

いのかもしれませんが、社会教育委員に諮問、去年の教育委員会で５月に諮問

するということで決定いただきましたので諮問させていただいて、その答申を

いただきまして、パブコメをさせていただきました。パブコメでも意見等はあ

りませんでした。そのまま、答申を尊重した形の計画となっていることをご理

解いただければなと思います。 

今の現状で質疑等あればお受けしたいと思います。 

吉田委員 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 程 第 ６ 

【 協 議 事 項 】 

・協議第１号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会教育委員さん相当苦労してまとめていただいたのではないかなと思っ 

て、敬意を表したいなと思うのですが、個人的に勉強不足で誠に申し訳ないの

ですが、第２次計画と比較して、第３次計画の一番の相違点というか売りどこ

ろを手短に教えていただきたいなと思うのですが。 

永井課長 

一応、社会教育、制度も含めて、大きく変わった点というのはないので、基 

本的には第２次計画をベースとして第３次を策定させていただきました。それ

と、まちづくり総合計画と教育ビジョンが既に、平成２９年度から策定された

ということで、その整合性を保つ内容にしたということと、あと、乳幼児から

高齢者までの各期別の第２次から引き続き踏襲してるものですが、その中身に

ついては、現状と課題がこれも少し文言の中で一緒になっていたものを今回、

現状と課題、それと基本方向と主な施策の内容という形で整理させていただい

たので、第２次より中身については、わかりやすくなったのかなと思っており

ます。その点を基本に社会教育委員の皆さんで、内容を揉んでいただき、この

ような形になった次第です。 

吉田委員 

計画はどこまでどのように表現するかというのは非常に難しいと思うので、 

社会教育委員さんの意志を尊重させていただきたいと思います。 

遠藤教育長 

他にいかがでしょうか。よろしいですか。 

≪「ありません」という人あり≫ 

それでは、議案第３号、第３次洞爺湖町社会教育中期計画について、提案の 

とおり策定することでご異議ございませんでしょうか。 

≪「異議なし」という人あり≫ 

異議なしと認めます。 

議案第３号、第３次洞爺湖町社会教育中期計画については、原案とおり可決 

されました。 

続きまして、日程第６、協議事項に入ります。 

協議第１号、学校訪問総括についてを議題といたします。 

事務局説明をお願いします。 

天野教育次長 

協議第１号です。学校訪問総括について別紙のとおり協議をするものです。 

別紙で学校訪問のまとめをさせていただいたところです。全体で１３ページで

すが、学校ごとに訪問の概要ということで授業参観、それから、学校側からの

説明を簡単に整理したと。あと、委員さんからの質問・意見等主なものを載せ

ていますので、全てということでありませんので、ご理解いただきたいことと、

つなぎが悪かったり、色々あると思いますが、ご了承いただきたいと思います。 

それでは、１ページから１１ページの上段までは学校ごとにそれぞれまとめ 

ておりますので、１１ページ、委員会のまとめというところをご覧いただきた

いと思います。まとめいたしまして、終わった後に総括ということで、委員さ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

んからご意見をいただきましたので、学校ごとの意見をそれぞれ載せていると

ころです。 

（１）洞爺湖温泉小学校につきましては、最重要課題が複式学級ということ 

で、年度により体制・編制が変わるので非常に難しい状況にあるということで、

それらの意見があったこと。それから、先生方の意識上がってきていると。学

び、記録のカード等を作っていい取り組みがされていると。いい面もよく見え

たということなど、それぞれ、意見をいただいたところです。複式学級が続く

ということで大変ですが、一番下ですが、前向きに理解して温泉小学校スタイ

ルを確立していただきたいということで、それぞれ、ご意見を委員からいただ

いたところです。 

（２）虻田小学校については、最重要課題は落ち着きのある学校いうことで 

挙げていただいていておりましたが、落ち着いた感じになってきたということ

で、概ね、良好な評価をしたところです。また、学習改善等の支援事業という

ことで、まとまり感も出てきたのではないかというご意見もいただいたところ

です。また、児童の授業態度や先生方の服装も良くなってきたなというご意見

等がありました。学力テストも一番下ですが、上がってきたので、また、授業

に集中できる環境にもなってきたと、この状況を継続してほしいというまとめ

でした。 

（３）とうや小学校で、最重要課題は体力向上ということでした。初めてで 

ないかというような最重要課題。挨拶についても目配りが必要だというような

指摘がありました。学力テストも頑張っているけども、二層構造になっている

のではないかという指摘もありました。あと、複式学級。初めて道徳の授業を

参観しましたが、中々、難しいということで、片方がお客さんになっているの

ではないかというご意見だったと思います。体力向上は地道に努力をしていか

ないと中々、身につかないのだろうということ。コミュニティ・スクールがで

きたので、機能的にやっていただきたいというご意見であったかと思っていま

す。 

それから、（４）洞爺中学校については、最重要課題は特別支援学級の入学 

者数が毎年変わるということで、先生の数が変動するということで公務に支障

が出るのではないかという説明とともに、同様の意見。大変であろうというこ

と。あと、部活ができない。子どもが減って部活ができないと。施設関係では、

改善できてないところもあるということが指摘されていました。学力テストは

問題ないということでいいのですが、次に何をやるか、今までどおりというこ

とではなくて、次を見つけてやってほしいというご意見もありました。また、

下の方ですが、本を読まない子が増えているということで、環境を整えるのは

大人の仕事でないかというようなことだとか、コミュニティ・スクールができ

たので、うまくやってほしい、連携を取ってやってほしいというご意見だった

と思います。 

（５）虻田中学校につきましては、３つの重点目標で数値等を挙げたのは、 

町内では当中学校が初めてだと思うと。良い取り組みということで先生方の反



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発もなくて、学力についても成果が出るようになってきたという、いい評価が

あったかと思います。また、校長先生が着任されて、いい方向へ進んでいくと

いうことで、今後が楽しみ。校長先生の力量というのは、やはり、非常に大き

な力、重要なものであるというご意見であったかと思います。また、不登校の

対応等、家庭へのアプローチと素早く対応していただいているということで、

一歩前進しているというご意見等でした。 

最後に、各小学校・中学校については前述のとおりであるが、各校ともそれ 

ぞれが課題に対し、児童・生徒と向き合い、真摯に取り組む姿勢が見て取れた

と。その中で成果ができているものもあると。また、特色ある教育の取り組み

についても各校とも創意工夫を凝らしながら進めている。これら様々な各校の

取り組みに対する努力に敬意を表すると。各校において、課題解決に向けた取

り組みを願うとともに、教育委員会としても、各校と情報を共有し、課題の解

決に向けた支援を図っていくという小・中学校の総括の全体の意見です。 

２つ目として、虻田高等学校です。地域キャンパス校となって４年目。バレ 

ー部は部員の減少により、同校単独でのチーム編成が厳しい状況となる見込み。

特色ある学校づくりと学校の今後のご努力に期待するとともに、教育委員会と

して生徒募集、活動支援などに対する補助を継続するとともに、学校関係者や

地域の各種団体と関係者で組織する虻高未来づくり推進委員会を設置し、存続

に向けより良い支援のあり方を検討していくということで虻高はまとめたとこ

ろです。総括としては以上です。 

遠藤教育長 

訪問時の委員会としてのまとめを記載しております。特に、この委員会のま 

とめについて、皆様の意見をいただいた中で、こういう形で進めていきたいな

と思います。 

皆様からのご意見等をお受けしたいと思います。いかがでしょうか。 

吉田委員 

これは各学校へフィードバックされるのですか。 

天野教育次長 

校長会・教頭会があったときに配布をして、こういう総括ですということで 

内容を確認してくださいということでお配りをしているところです。 

岩原委員 

ランダムに色々な意見があった中で非常によくまとめていただいたなと、感 

心しております。 

遠藤教育長 

それでは、別紙のとおりこの内容でまとめることにご異議ございませんでし 

ょうか。 

≪「ありません」という人あり≫ 

異議なしと認めます。 

協議第１号、学校訪問総括について、別紙のとおり協議がまとまったものと 

いたします。 



・協議第２号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 程 第 ７ 

【 そ の 他 】 

 

 

日 程 第 ８ 

続きまして、協議第２号、保育所訪問総括についてを議題とします。 

事務局説明をお願いします。 

天野教育次長 

協議第２号、保育所訪問総括について別紙のとおり協議をするものです。別 

紙をご覧いただきたいと思います。保育所にいても同様のまとめ方ということ

で、１ページの桜ヶ丘保育所から４ページ入江保育所までそれぞれまとめ方と

しては、質問・意見等をそれぞれの保育所ごとにまとめているところです。４

ページ下、委員会のまとめというところです。全体を通して次のとおりという

ことで、入所児童が減少している中にあって、支援を必要とする児童が多く、

嘱託保育士を募集しても応募がない。よって、資格を要しないパートを使って

やりくりしている状況。それと、本町と入江が一つとなっても、０歳児保育を

するので保育士の確保が大変ということ。保護者対応が難しくなっている状況。

保育所と小学校が情報交換するのは良いことということで、相当の情報交換が

進んでいるということで評価をいただいたものと考えております。今回の保育

所訪問を通じて特に入所児童が減少していく中にあって、支援を必要とする児

童が多く、うち一人ひとりが神経を使って事故のない安心・安全な保育所運営

に心がけていることが見てとれたと。また、小学校との連携も図られ、以前よ

り数段進んだとの印象受けた。各保育所の現場が抱える様々な課題については

教育委員会も共有しており、常に連携をとって進めているが、今後においても

課題解決に向けた取組みを進め、安心・安全の保育所運営を図るという、全体

のまとめとさせていただいたところです。以上です。 

遠藤教育長 

質疑、意見等お受けしたいと思います。いかがでしょうか。 

保育所は、このメンバーで初めて訪問したということ。本当に現場の状況を 

ある程度理解していただけたのかなと思っております。 

吉田委員 

一番最後のページのまとめに尽きると思います。 

遠藤教育長 

よろしいでしょうか。別紙のとおりこの内容でまとめることにご異議ござい 

ませんでしょうか。 

≪「なし」という人あり≫ 

異議なしと認めます。 

協議第２号、保育所訪問総括について、別紙のとおり協議がまとまったもの 

といたします。 

以上、予定しておりました議案等は全て終了しました。 

日程第７、その他委員の皆さん方から何かございますか。 

≪「ありません」という人あり≫ 

事務局から何かありますか。 

≪「ありません」≫ 

なしということですので、日程第８、以上をもちまして、洞爺湖町教育委員 



【 閉 会 】 

 

 

 

 

 

会平成３０年第１回定例会を、終了いたします。 

ご苦労さまでした。 

 

 

 

１４：３５ 閉会 

 

 


